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●征くシリーズ●取材・執筆／本誌編集部

セント・パンクラス駅を征く
もうすぐパリ五輪！ ロンドンとパリを結ぶ

聖
人
の
名
前
を
持
つ
駅

　

セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
（St Pancras

）

と
い
う
名
の
由
来
は
、
紀
元
３
０
４
年
に
14

歳
の
若
さ
で
殉
教
し
た
ロ
ー
マ
人
の
少
年
だ
。

　

当
時
、
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

迫
害
が
大
々
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
デ
ィ
オ

ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
の
前
に
引
き
出
さ
れ
た

パ
ン
ク
ラ
ス
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
棄
教
を
迫

ら
れ
た
が
、
断
固
と
し
て
拒
否
。
幼
い
な
が

ら
も
強
い
信
仰
心
と
意
志
を
示
し
た
少
年
に

驚
嘆
し
た
皇
帝
は
、「
改
宗
す
れ
ば
富
と
権
力

を
約
束
し
て
や
る
」
と
特
例
を
提
示
す
る
も
、

彼
は
頑
な
に
拒
み
続
け
た
た
め
、
首
を
は
ね

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
哀
れ
に
思
っ
た
貴
婦
人

に
丁
寧
に
埋
葬
さ
れ
た
後
、
そ
の
墓
所
で
ふ

ざ
け
て
偽
誓
を
行
っ
た
者
が
相
次
い
で
亡
く

な
る
不
可
解
な
騒
動
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、

の
ち
に
パ
ン
ク
ラ
ス
は
束
縛
す
る
者
、
偽
証

す
る
者
に
対
し
て
懲
罰
を
与
え
る
「
宣
誓
」

そ
し
て
「
子
ど
も
」
の
守
護
聖
人
に
列
せ
ら

れ
た
。

　

か
つ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
系
教
会
と
墓
地
が
広

が
る
小
さ
な
村
で
あ
っ
た
現
在
の
セ
ン
ト
・

パ
ン
ク
ラ
ス
駅
一
帯
に
、
こ
の
聖
人
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
の
は
18
世
紀
中
頃
の
こ
と
。
や

が
て
土
地
開
発
や
整
備
が
進
み
、
１
０
０
年

以
上
の
年
月
を
経
て
、
同
所
に
セ
ン
ト
・
パ

ン
ク
ラ
ス
駅
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

■ 2007 年 11 月 14 日、午前 11 時１分。９年の歳月をかけ、ロンドンの新しい国際駅に生まれ変わったセント・パンクラス駅
のプラットホームから、ユーロスター第１便が静かに滑り出た。今では様々なレストランやショップが並ぶ複合施設として、
ユーロスターの乗客だけでなく、多くの人々でにぎわう同駅だが、実は何度も取り壊しの危機に直面してきた。３週間後
にパリ五輪（７月 26 日～８月 11 日）を控える今回は、このセント・パンクラス駅を征くことにする。

建設中のセント・パンクラス駅。
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ラ
イ
バ
ル
は
隣
の
キ
ン
グ
ズ・
ク
ロ
ス

　

産
業
革
命
真
っ
只
中
の
19
世
紀
半
ば
、
多

く
の
労
働
者
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
た
ロ
ン
ド
ン

で
は
、
膨
大
な
量
の
ビ
ー
ル
（
エ
ー
ル
）
が

消
費
さ
れ
て
い
た
。
過
酷
な
環
境
で
の
過
剰

労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
労
働
者
に
と
っ
て
、

ビ
ー
ル
は
喉
を
潤
し
憂
さ
を
晴
ら
す
た
め
に

も
「
必
要
不
可
欠
」
な
存
在
だ
っ
た
。
英
国

随
一
の
ビ
ー
ル
産
地
で
あ
る
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

の
バ
ー
ト
ン
・
オ
ン
・
ト
レ
ン
ト
か
ら
、
大

量
の
ビ
ー
ル
が
鉄
道
で
ロ
ン
ド
ン
に
運
び
込

ま
れ
た
。
そ
の
運
送
を
一
手
に
担
っ
て
い
た

の
が
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
ロ
ン
ド
ン
を
結
ぶ

路
線
を
運
行
し
て
い
た
「
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
鉄

道
」
だ
。
同
社
は
、
英
国
北
部
へ
の
ル
ー
ト

を
持
つ
「
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
鉄
道
」
が

１
８
５
２
年
に
完
成
さ
せ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
終
着
駅
）
の
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
を
借
り

て
運
送
し
て
い
た
が
、「
間
借
り
」
し
て
い
る

状
態
に
嫌
気
が
差
し
、
自
社
専
用
の
「
ビ
ー

ル
御
殿
」
な
ら
ぬ
「
ビ
ー
ル
駅
」
建
設
に
乗

り
出
し
た
。

　

規
模
に
お
い
て
も
、
ま
た
華
や
か
さ
や
美

し
さ
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
も
、
過
去
に
例

を
見
な
い
駅
を
築
く
と
い
う
一
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
任
さ
れ
た
の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

時
代
を
代
表
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ー
ロ
ウ
と
建
築
家
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
で
あ
っ

た
。
バ
ー
ロ
ウ
は
駅
を
、
ス
コ
ッ
ト
は
駅
の

玄
関
口
に
あ
た
る
壮
麗
な
ホ
テ
ル
を
そ
れ
ぞ

れ
設
計
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

隣
の
キ
ン
グ
ズ
・
ク
ロ
ス
駅
を
し
の
ぐ
駅

を
目
指
し
た
結
果
、
バ
ー
ロ
ウ
は
キ
ン
グ

ズ
・
ク
ロ
ス
駅
を
見
下
ろ
す
か
の
よ
う
に
高

い
位
置
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
え
る
こ
と

に
す
る
。
こ
れ
は
駅
の
裏
手
を
流
れ
る
運
河

を
越
え
る
手
段
と
し
て
も
有
効
で
、
地
上
５

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
線
路
が
引
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
屋
根
を
支
え
る
柱
を
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
１
本
も
建
て
な
い
「
シ
ン

グ
ル
・
ス
パ
ン
」
様
式
を
世
界
で
初
め
て
採

用
。
さ
ら
に
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
か
ら
運
ば
れ

て
き
た
ビ
ー
ル
樽
の
貯
蔵
庫
と
し
て
、
ホ
ー

ム
と
線
路
の
下
に
ア
ー
チ
が
連
な
る
「
ア
ン

ダ
ー
ク
ロ
フ
ト
」（undercroft

／
倉
庫
）
を

つ
く
ら
せ
た
。

　

駅
は
１
８
６
８
年
に
完
成
。
そ
の
５
年
後

の
１
８
７
３
年
、
ス
コ
ッ
ト
が
手
が
け
た
赤

レ
ン
ガ
造
り
の
「
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ン

ド
・
ホ
テ
ル
」
が
落
成
式
を
迎
え
る
。
２
５

０
の
客
室
を
擁
し
、
優
美
な
時
計
塔
を
備
え

た
ゴ
シ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ
ル
様
式
の
ホ
テ
ル

は
、
大
英
帝
国
の
中
で
も
こ
と
さ
ら
贅
沢
な

ホ
テ
ル
と
評
さ
れ
、
駅
と
あ
わ
せ
て
「
英
国

鉄
道
界
の
大
聖
堂
」
と
称
賛
さ
れ
た
。

二
度
よ
み
が
え
っ
た
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

し
か
し
、
栄
華
は
久
し
く
は
続
か
な
い
。

１
９
２
０
年
代
に
入
る
と
、
全
鉄
道
路
線
の

国
有
化
を
目
指
し
た
政
府
に
よ
っ
て
、
私
鉄

会
社
は
次
々
と
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ド
鉄
道
も
吸
収
合
併
さ
れ
、
合
併
先

の
鉄
道
会
社
が
有
し
て
い
た
ユ
ー
ス
ト
ン
駅

が
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
り
、
駅
と
し
て
は
引
退

の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま
う
。
ホ
テ
ル
も
オ

フ
ィ
ス
へ
と
姿
を
変
え
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
４
１
年
に
は
、

ド
イ
ツ
空
軍
が
投
下
し
た
爆
弾
が
駅
の
３
番

ホ
ー
ム
を
直
撃
。
階
下
の
ビ
ー
ル
倉
庫
も
大

破
し
た
。
終
戦
後
に
全
鉄
道
の
国
有
化
が
決

ま
る
と
、
政
府
は
財
政
難
か
ら
セ
ン
ト
・

パ
ン
ク
ラ
ス
駅
の
取
り
壊
し
を
検
討
し
は
じ

め
る
。
そ
う
し
た
中
で
取
り
壊
し
に
強
固
な

反
対
運
動
を
展
開
し
た
の
が
、
詩
人
で
作
家

の
ジ
ョ
ン
・
ベ
ッ
チ
ャ
マ
ン
だ
。
ベ
ッ
チ
ャ

マ
ン
は
、
資
本
主
義
経
済
の
名
の
も
と
に
切

り
捨
て
ら
れ
、
永
遠
に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
歴
史
的
建
築
物
の
保
護
を
訴
え
、
世
論

を
巻
き
込
ん
で
積
極
的
に
活
動
。
彼
の
尽
力

に
よ
り
、
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
駅
は
「
グ

レ
ー
ド
Ⅰ
」
の
歴
史
的
建
造
物
に
認
定
さ
れ
、

修
復
も
施
さ
れ
て
半
永
久
的
に
保
存
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
ん
と
か
死
の
淵
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
同

駅
だ
が
、
１
９
８
０
〜
90
年
代
は
再
び
不
遇

の
時
代
を
迎
え
る
。
複
数
の
マ
イ
ナ
ー
路
線

の
発
着
駅
と
し
て
は
使
わ
れ
た
も
の
の
、
利

用
者
は
少
な
く
、
か
つ
て
の
活
気
は
見
る
影

も
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
駅
に
転
機

が
訪
れ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
の
１
９

９
４
年
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ
リ
を
結
ぶ
「
ユ
ー

ロ
ス
タ
ー
」
が
開
業
。
当
初
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

ル
ー
駅
発
着
だ
っ
た
が
、
そ
の
ル
ー
ト
で
は

出
せ
る
速
度
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
別

の
駅
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
移
す
計
画
が
浮
上
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の

が
、
再
び
廃
れ
か
け
て
い
た
セ
ン
ト
・
パ
ン

ク
ラ
ス
駅
だ
っ
た
。

　

貧
困
層
が
他
地
域
よ
り
多
い
と
さ
れ
る
ロ

ン
ド
ン
東
部
の
活
性
化
を
目
指
し
、
２
０
１

２
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
誘
致
運
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
か
た
わ
ら
で
、
58
億
ポ
ン
ド

も
の
巨
額
の
資
金
を
投
入
し
て
新
た
な
国
際

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
誕
生
し
た
の
は
２
０
０
７

年
の
こ
と
。
工
事
は
９
年
の
月
日
を
要
し
、

ロ
ン
ド
ン
〜
パ
リ
間
の
所
要
時
間
は
最
短
２

時
間
15
分
に
ま
で
縮
め
ら
れ
た
（
従
来
よ
り

も
20
分
短
縮
）。
ま
た
、
旧
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
・

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
も
５
つ
星
の
「
セ
ン
ト
・

パ
ン
ク
ラ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ホ
テ
ル
」
と

名
を
改
め
て
再
始
動
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
の
開
催
時
に
は
、
多
く
の

観
光
客
や
応
援
団
が
ユ
ー
ロ
ス
タ
ー
に
乗
っ

て
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
駅
に
降
り
立
ち
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん
だ
。
あ
れ
か
ら
12

年
、
ぜ
ひ
こ
の
夏
は
不
死
鳥
の
よ
う
に
何
度

も
よ
み
が
え
っ
た
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
駅

か
ら
パ
リ
へ
向
け
て
旅
立
っ
て
み
て
は
？

編集部制作の動画

セント・パンクラス 
～数々の危機に見舞わ
れながらも再び栄華を
取り戻した不屈の駅～

駅を設計したウィリアム・ヘンリー・バーロウ（左）と、ホテルを設計
したジョージ・ギルバート・スコット（右）。

1941 年５月、ドイツ軍の空爆が直撃したセント・パンクラス駅。終戦後
には取り壊しが計画された。

プラットホームは、地上から５メートルの位置にある。かつてビール
樽が積まれていた地上階はショッピング・モールに様変わりしている
が、各店舗をよく見ると、レンガ造りのアーチ型倉庫の面影が残る。

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
建
つ
、

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
建
つ
、

ジ
ョ
ン
・
ベ
ッ
チ
ャ
マ
ン
の
銅
像
。

ジ
ョ
ン
・
ベ
ッ
チ
ャ
マ
ン
の
銅
像
。
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セント・パンクラス・ルネサンス・ホテル

旧馬車停留所だった
ホテル・ラウンジ

The Hansom

旧ミッドランド・グランド・ホテルの
ダイニングルーム

Midland Grand Dining Room

旧チケット売り場だった
バー＆レストラン

Booking Office 1869

1873 年に、セント・パンクラス駅に併設する「ミッドランド・グランド・ホテル」として
開業した同ホテル。ハイドパークに建つロイヤル・アルバート・メモリアルのほか、多くの
建造物を手掛けた名建築家ジョージ・ギルバート・スコットによって設計され、外観の重厚
感と荘厳さから「大聖堂」とも呼ばれた。廃業の憂き目に遭いながらも、大規模な改修工事
を経て、2011 年にリニューアル・オープン。現在は「セント・パンクラス・ルネサンス・
ホテル」の名前で、オリジナルの特徴を細部まで守りながら営業を続けている。

駅のチケット売り場は、そのまま「ブッキング・オフィス」
という名でバー＆レストランとして営業。馬車から降りた駅
の利用客は、まずここでチケットを購入した後、列車の乗り
場であるプラットホームへ向かった。

旧 ミ ッ ド ラ ン ド・ グ ラ ン
ド・ホテルのダイニング・
ルームは現在、レストラン
となっている。宿泊客以外
の利用も可能。スコットが
こだわり抜いてデザインし
た優美な曲線を描く大階段
は、世界一美しい階段のひ

とつ。敷かれたカーペットは当時のままで、下階から上階ま
ですべて１枚で織られており、継ぎ目がない驚異の特注品。

ガラス張りの高い天井から自然光が差し込む、開放的な雰
囲気のホテル・ラウンジ。かつて駅の利用客を乗せた馬車
が停まっていた停留所をリ
フォームしており、ラウン
ジ名の「ハンサム」は、馬
車（ ハ ン サ ム・ キ ャ ブ：
Hansom Cab）に由来して
いる。アフタヌーンティー

（13:00 ～ 17:00 ／ £70） を
楽しむこともできる。

優雅に食事も楽しめる！

St Pancras Renaissance Hotel
Euston Road, London NW1 2AR

TEL: 020 7841 3566
www.stpancraslondon.com


